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図（「江戸の刻（とき）」）

　私たちの住む野木町は、比較的安全な地帯で土砂崩れや津波などの
危険のない町です。今年も９月１日「防災の日」が近づいてきました。
防災の日は、大正１２年のこの日に起きた関東大震災の教訓を忘れない、
という意味と、この時期に多い台風への心構えの意味も含めて昭和３５年
に国が制定したものです。暦の上では立春から数えて210日目を特に「二
百十日」と呼びます。ちょうど稲の開花期に台風が来たり強風が吹き荒
れることに注意を促した「しきたり」とも言えるそうです。
　栃木県でも昭和２４年に旧今市市で直下型地震があったそうです。その
地震の大きさは、日光の杉並木がその境界を越えて隣の土地に動いてし
まった程のものだったそうです。今も杉並木の中には、「地震坂」という
看板が名残として立てられています。
　昔の人々は今日のような気象を計測するような優れた機器もなく、
自然災害の事は自然を相手にして自然により判断していたようです。図
（「江戸の刻（とき）」）をご覧ください。昔の人々は、次の刻限に地震が起
きると自然災害が襲って来ると予想していたそうです。何かのお役に立
てたら幸いと思い披露させていただきます。

日照りになる��四ツ（午前・午後１０時）の刻に地震があると

大雨が降る��五ツ（午前・午後８時）・七ツ（午前・午後４時）の刻に地震があると

強風が吹く��六ツ（午前・午後６時）・八ツ（午前・午後２時）の刻に地震があると

災害が起きる��九ツ（午前・午後１２時）の刻に地震があると

平成１８年の事です

１１月７日　北海道・新潟に竜巻発生��１１月４日　東北・北海道に震度４強の地震発生

１１月１１日　関東地方に強風雨発生��１１月９日　関東地方に震度３強の地震発生

※１１月４日も９日もいずれも六ツの刻の地震発生でした。

江戸の刻の説明
　一昼夜を１２に分け、真夜を九ツとし、それ

から２時間ごとに八ツ・七ツと順に数えて、

四ツに達し、また真昼を九ツとし、同じよう

に数えて真夜に終わる。さらにそれを「半」

に分け、１時間とした。この法は日の出

（明け六ツ）・日没（暮れ六ツ）を基準とするの

で、昼夜の伸縮ににより時間に長短が生じて

いた。

　皆さんも統計をとって確かめてみたらいかがでしょうか。私も関心を
もって見ていますと、地震のあった数日後（２～３日）にこんな気象にな
っている事に気づかされました。



　９月、陰暦で 長月 。農耕民族である日本人は、季節感溢れるこの陰暦
ながつき

による呼び方で一年を過ごしていました。長月は、夜が長くなる、 夜 
よ

 長 
なが

 月 から来ているそうです。この月の歳時記に寄せて思いつくままにつづ
つき

ってみました。
�９月１日（立春から数えて二百十日）は防災の日
　７月には震度６強という「新潟県中越沖地震」が起きてしまいました。
またもや何人もの尊い生命が失われてしまった現実に直面して、とても
悲しい思いになりました。被災住民の方々は、長期にわたる避難所生活
で、心身ともに疲れきってしまったのではないでしょうか。そのような
状況の中でのボランティアなどの活躍をニュースなどで知る度に、感動
を覚えるのは私だけではないはずです。誰もが安心して生活できる世の
中でありたいものです。一日も早い被災地域の復興を願ってやみません。
�９月９日は「五節句」の最後「菊の節句」
　正月７日の「 人  日 」、３月３日の「

じん じつ

 上  巳 」、５月５日の「
じょう し

 端  午 」、７月
たん ご

７日の「 七  夕 」、そして五番目の９月９日は「
しち せき

 重  陽 」になります。重陽
ちょう よう

とは、９という数字を陽数とした陰陽術による節句で、またの名を菊の
節句ともいうそうです。この日にはお酒に菊の花をひたして飲むことに
よって、健康長寿を祝う習慣が伝承されています。菊の節句とはなんと
夢のある美しい響きを持つ言葉でしょうか。私は改めて暦や辞典をひっ
くり返し、夢中になって調べてみました。日本語の持つ美しさや優しさ
を改めて再認識することができて、幸せ感をもらったとってもお得な気
分でした。
�秋分の日を中心に一週間が秋のお彼岸
　先祖に感謝し、香花そして団子やおはぎを作って仏前や墓前に供え供
養します。８月の月遅れのお盆とともに先祖への供養を家族揃って行い
ます。行事の有る無しに関わらず先祖を中心に家族が集い、会合ができ
ることも幸せなことだと思います。「元気かい」「おかげさまで」「あり
がとう」と、挨拶し合えることが大切なのではないのでしょうか。人と
人の輪を大切に、一瞬一瞬が未来を作っていくのではないのでしょうか。
日々の生活のひとつひとつを大切にして暮らしていきたいものです。
�下旬は、旧暦８月１５日の「十五夜様」
　月の見える縁側などにススキ５本と１５個の小麦まんじゅうや栗、柿な
どを飾り、けんちん汁、ご飯、果物、野菜などを供えて月見をします。
今年も満月が見られますようにと、思いつつ。
�９月から１０月にかけてはスポーツの秋
　私は体力づくりを目的に、朝の体操とウォーキングやサイクリングを
実践していこうと思います。野木町でも、「のぎスポレクフェスタ2007」
も開催されるそうです。心身共に健やかにと、私も自分に合った種目を
選んで参加してみたいと思います。

長
月
の
歳
時
記
に
寄
せ
て
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おはなし会

■
日　時　９月７日（金）
　　　　午前１１時～１１時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　グレース森
■
日　時　９月１１日、１８日、２５日（火）
　　　　午前１１時～１１時２０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　ピノキオ
■
日　時　９月１５日（土）
　　　　午後２時～２時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
プログラム　絵本と紙しばい　他
対　象　４歳位から小学低学年
図書館職員

オカリナミニコンサート
　図書館では、ボランティアの皆さ
んの協力により、ミニコンサートを
開催しています。今回で１１回目を数
えますが、今年もオカリナミニコン
サートを開催します。
演　奏　針谷優美子さん
伴　奏　小松さとみさん

曲　目　「世界に一つだけの花」
　　　　「涙そうそう」　他
日　時　９月２９日（土）
　　　　午後６時３０分～（４０分程度）
場　所　１階フロアー
対　象　小学生以上の町在住在勤者
　　　　先着３０名
申込方法　９月１８日から図書館へ
　　　　　（電話可）

布絵本製作体験講座

　「見て、触って、楽しめる」布絵本
を皆さんも作ってみませんか。
日　時　９月２７日、１０月１１日、25日
　　　　１１月８日　（木）
　　　　午後２時～４時　（全４回）
場　所　２階研修室
講　師　ひまわり糸の会
　　　　（布絵本製作ボランティア）
製　作　「おべんとう」
　　　　（参考見本があります）
費　用　1,200円
対　象　町在住在勤者　先着１０名
申込期間　９月６日～１６日
申込方法　費用を添え直接図書館へ
　「布絵本とは？」
　もともと従来の「読む絵本」とは
違い、布地にフェルト・紐・ボタン
などを使い、はずす・はめる・ひっ
ぱる作業をすることによって楽しめ
る遊具・教具的なものを含んでおり、
お子様だけでなく、障害を持った方
でも気軽に楽しめる絵本として作ら
れたのが始まりです。昨年４月の貸
出開始以来、多くの方に利用されて
います。
 

こども映画会

「妖怪画談」
日　時　９月２２日（土）
　　　　午後２時～２時５５分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

学校移動図書館
　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸し出しま
すのでご利用ください。
　ただし、児童書中心でビデオの貸
し出しは行っていません。
９�５　南赤塚小　１３：００～１４：００
９�６　新橋小　　１３：１５～１４：３０
９�１１　佐川野小　１３：１５～１４：００
９�１３　友沼小　　１３：１５～１４：１５
９�２０　野木小　　１３：００～１４：３０

新着図書案内
＜一般書＞
�ＫＡＰＰＡ　　　　　（柴田哲孝）
�夜警　　　　　　　　（赤川次郎）
�長野殺人事件　　　　（内田康夫）
�６時間後に君は死ぬ　（高野和明）
�かあちゃんに会いたい（島田洋七）
�裁判官の爆笑お言葉集（長嶺超輝）
�うちの３姉妹４　（松本ぷりっつ）
�だから、僕は学校へ行く！

（乙武洋匡）
�年金分割の考え方と実務

（年金分割問題研究会編）
＜児童書＞
�仮面ライダー電王まるごとひみつ大図鑑

（小学館）
�獣挙戦隊ゲキレンジャーまるごと
　ひみつ大図鑑　　　　　（小学館）
�リサとガスパールにほんへいく
　　　　　　　（アン　グットマン）
�ストーンハート（チャーリー  フレッチャー）
�ふたり☆おなじ星のうえで

（谷川俊太郎）
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親子ふれあいバス

　親子で仲良く出かけよう！
期　日　１０月１３日（土）
見学先　茨城県自然博物館
　　　　アサヒビール茨城工場
対　象　町在住親子（中学生以下）
定　員　先着120名
参加料　大人　　　420円
　　　　子ども　　無料
交通機関　貸切大型バス
申込期間　９月１０日～１４日
申込方法　参加料を添え町公民館へ
問町生涯学習課 �（57）4188

縄文体験親子土器作り教室

　ロクロやかまどもない縄文時代、
ひとつの土器を作り上げるのに、大
変な労力と時間が必要でした。はる
か何千年もの昔に縄文人が作った土
器を、一緒に作ってみませんか。
日時・内容　プログラム参照
場　所　小山市立博物館
受講料　500円（材料費他）
講　師　小山市指導主事
　　　　山中信夫氏
対　象　町在住在勤親子（小学生）で

現地集合できる方
定　員　先着１５組（３０名）
申込期間　９月１０日～１４日
申込方法　受講料を添え町公民館へ
問町生涯学習課 �（57）4188

茶道教室

　文化協会茶道部主催の初心者対象
講座です。お茶の心と楽しさにふれ
てみませんか。
日時・内容　プログラム参照
場　所　町公民館
受講料　1,000円（お菓子・抹茶代）
講　師　表千家教授　石塚宗彩氏
対　象　町在住在勤者
定　員　先着１５名
申込期間　９月１０日～１４日
申込方法　受講料を添え町公民館へ
問町生涯学習課 �（57）4188

のぎスポ・レク・フェスタ2007 
第３回シニアゴルフ大会 
第８回レディースゴルフ大会

期　日　１０月１７日（水）
場　所　都賀カンツリー倶楽部
参加資格
　町在住在勤者及び紹介者
　シニア（６０歳以上）
　レディース（年齢制限無）
定　員　
　シニア・レディース共に先着６０名

競技方法　新ペリア方式
参加料　１人1,000円
プレー費
１人11,000円（キャディー費、限定
昼食、パーティー費含む）
申込期間　９月６日～２５日
申込方法　参加料を添え町生涯学習
　　　　　課又は町ゴルフ部まで
問町生涯学習課 �（57）4187

県民スポーツ大会 
陸上競技参加者募集

　公認記録に挑戦�初心者歓迎�
日　時　１０月２１日（日）（荒天中止）
　　　　午前８時３０分～
場　所　県総合運動公園陸上競技場
対　象　１８歳以上の町在住者
　　　　（高校生・大学生を除く）
種　目
＜男子＞
�青年（３１歳未満）
　100ｍ・1500ｍ・
　5000ｍ・走高跳・砲丸投（５㎏）
�壮年Ａ（３１歳以上～４１歳未満）
　100ｍ・3000ｍ・走幅跳・
　砲丸投（５㎏）
�壮年Ｂ（４１歳以上）
　100ｍ・1500ｍ・砲丸投（５㎏）
�共通種目
　400ｍ混合リレー（4×100ｍ）
※青年・壮年（Ａ・Ｂを問わず）から
必ず１名以上
＜女子＞
�一般女子
　100ｍ・1500ｍ・走高跳・走幅跳・
　砲丸投（２．７５㎏）
�壮年Ｂ（４１歳以上）　1500ｍ
�共通種目
　400ｍリレー（4×100ｍ）
※詳しくは、問い合わせください。
参加無料
申込期間　９月７日～２１日
申込方法　町生涯学習課へ（電話可）
問町生涯学習課 �（57）4187
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プログラム

内容日時回

開講式
・縄文人のくらしを知る
・縄文土器を作ってみよう

１０/７（日）
午後１時～

①

・縄文土器を焼く
閉講式

１１/１８（日）
午前９時３０分～

②

※内容変更の場合があります。

プログラム
内容日時回

開講式
・茶席への入り方・歩き方

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

１０/１１（木）①

・床の拝見
・お菓子のいただき方
・薄茶の飲み方

１０/１８（木）②

・道具の拝見
・薄茶の飲み方

１０/２５（木）③

・茶布、茶筅、帛紗の扱い１１/８（木）④

・通しけいこ、まとめ
閉講式

１１/１５（木）⑤

※内容変更の場合があります。

　 PORTSS
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「
緊
急
地
震
速
報
」
に
つ
い
て

　

地
震
が
恐
ろ
し
い
と
い
わ
れ
る
理

由
の
一
つ
に
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
、

突
然
、
大
地
が
揺
れ
だ
す
と
い
う
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
数
秒

程
度
の
わ
ず
か
な
時
間
で
あ
っ
て
も
、

大
き
く
揺
れ
る
前
に
そ
の
こ
と
を
知

っ
て
、
事
前
に
身
構
え
る
な
ど
の
対

応
が
取
れ
れ
ば
、
自
ら
の
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、
気
象

庁
が
中
心
に
本
運
用
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
「
緊
急
地
震
速
報
」
と

い
う
新
し
い
地
震
情
報
で
す
。

�
　
�
　
�

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源
に

近
い
観
測
点
で
地
震
を
検
知
し
、
直

ち
に
震
源
や
地
震
の
規
模（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
）、各
地
の
震
度
な
ど
を
推

定
し
、
大
き
な
揺
れ
が
迫
っ
て
い
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目
指

す
情
報
で
す
。
こ
の
情
報
を
聞
い
て
、

大
き
な
揺
れ
が
始
ま
る
前
に
防
災
行

動
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
被
害

の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
緊
急
地
震
速
報
に
は
、

情
報
の
提
供
か
ら
大
き
な
揺
れ
が
始

ま
る
ま
で
は
長
い
場
合
で
も
数
十
秒

程
度
で
あ
り
、

①
震
源
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
情
報

の
提
供
が
主
要
動
の
到
達
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
が
あ
る

②
震
源
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、
震
度

等
の
推
定
の
精
度
が
十
分
で
な
い
場

合
が
あ
る

な
ど
の
技
術
的
な
限
界
が
あ
り
ま
す
。

�
　
�
　
�

　

平
成　

年
８
月
１
日
か
ら
は
、
列

１８

車
の
制
御
や
工
事
現
場
に
お
け
る
作

業
員
の
安
全
確
保
等
、
現
時
点
に
お

い
て
も
緊
急
地
震
速
報
を
混
乱
な
く

利
用
で
き
る
分
野
へ
の
先
行
的
な
情

報
提
供
を
開
始
し
て
お
り
、
い
く
つ

か
の
事
業
者
で
は
す
で
に
緊
急
地
震

速
報
を
使
っ
た
防
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
作
成
さ
れ
、
情
報
が
利
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
９
月
頃
に
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
な
ど
に
よ
る
放
送
を
含
め
、
広
く

国
民
の
方
へ
の
提
供
を
開
始
す
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。
緊
急
地
震
速
報

を
有
効
に
活
用
し
、
身
の
安
全
を
守

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
情
報
を

受
け
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す

れ
ば
良
い
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
気
象
庁
で
は
、

本
年
９
月
頃
の
本
運
用
開
始
に
向
け
、

関
係
機
関
の
協
力
も
得
て
、「
緊
急

地
震
速
報
の
利
用
の
心
得
」
の
周
知
・

広
報
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
緊
急
地
震
速
報
利
用
の
心
得
】

　

周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、

　

あ
わ
て
ず
に
、

　

ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す
る

【
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る 

具
体
的
な
対
応
行
動
の
指
針
】

①
家
庭
で
は
？

�
頭
を
保
護
し
、
大
き
な
家
具
か
ら

　

離
れ
、
丈
夫
な
机
の
下
な
ど
に
隠

　

れ
る

�
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い

�
そ
の
場
で
火
を
消
せ
る
場
合
は
火

　

の
始
末
、
火
元
か
ら
離
れ
て
い
る

　

場
合
は
無
理
し
て
消
火
し
な
い

②
不
特
定
多
数
が
出
入
り
す
る
施
設
で
は
？

�
基
本
的
に
は
施
設
の
従
業
員
等
の

　

指
示
に
従
う

�
そ
の
場
で
、
頭
を
保
護
し
、
揺
れ

　

に
備
え
て
身
構
え
る

�
あ
わ
て
て
出
口
・
階
段
な
ど
に
殺

　

到
し
な
い

③
屋
外
で
は
？

�
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
自
動
販
売

機
の
転
倒
、
ビ
ル
か
ら
の
壁
、
看
板
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
落
下
に
注
意

④
乗
り
物
で
移
動
中
は
？

�
自
動
車
運
転
中
は
、
後
続
の
車
が

情
報
を
聞
い
て
い
な
い
恐
れ
が
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
、
あ
わ
て
て
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な
い
。
ハ
ザ
ー

ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
、
ま
わ
り
の

車
に
注
意
を
促
し
た
の
ち
、
緩
や

か
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
大
き

な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
道
路
状
況

を
確
認
し
て
安
全
な
場
所
に
停
止

す
る

�
鉄
道
・
バ
ス
に
乗
車
中
は
、
つ
り

　

革
、
手
す
り
な
ど
に
し
っ
か
り
つ

　

か
ま
る

�
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
中
は
、
最
寄

　

り
の
階
で
停
止
さ
せ
、
速
や
か
に

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
る

問
宇
都
宮
地
方
気
象
台

　
　
�
０
２
８（
６
３
５
）７
２
６
０

http://w
w
w
.jam
.go.jp/

�
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９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す

救
命
リ
レ
ー
の
第
１
走
者
は 

あ
な
た
で
す
！

　

救
急
車
は
１
１
９
番
通
報
を
受
け

て
ど
の
く
ら
い
の
時
間
で
現
場
に
到

着
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

小
山
市
消
防
署
管
内
で
は
、
救
急

車
の
現
場
到
着
の
平
均
時
間
は
５
分

　

秒
で
す
。
心
臓
が
停
止
し
て
い
る

３６人
に
何
も
し
な
い
で
救
急
車
を
待
っ

て
い
た
の
で
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
の

人
が
助
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
あ
な
た
が
救
い
の
手
を
差

し
伸
べ
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
で
ど
こ
の
病
院
で
も
行
け
る

？
　

小
山
市
休
日
診
療
所
、
輪
番
制
救

急
当
番
病
院（
一
次
救
急
）、
小
山
市

民
病
院（
二
次
救
急
）、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー（
三
次
救
急
）と
い
う
救
急
医

療
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

一
次
救
急
医
療
機
関
は
、
入
院
を

必
要
と
し
な
い
方
を
対
象
と
し
、
二

次
救
急
医
療
機
関
は
入
院
を
必
要
と

す
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
三
次
救
急
医
療
機
関
は
、
重
症

や
重
篤
な
状
態
で
生
命
の
危
険
が
あ

る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
隊
は
、
傷
病
者
の
状
況
を
的

確
に
観
察
し
、
処
置
を
行
い
、
適
切

な
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
よ
う
心
掛

け
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
傷
病
者
が
、

現
在
治
療
中
の
病
気
が
悪
化
し
た
場

合
や
特
殊
な
病
気
や
治
療
を
行
っ
て

い
る
場
合
等
は
、
か
か
り
つ
け
医
に

搬
送
す
る
こ
と
も
考
慮
し
て
い
ま
す

が
、
救
急
車
で
の
救
急
搬
送
は
ど
こ

の
医
療
機
関
に
で
も
で
き
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
要

請
す
る
と
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要

と
す
る
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

遠
方
の
救
急
車
が
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
、
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
で
救
え

る
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院

に
行
け
る
場
合
は
、
救
急
車
以
外
の

交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る

人
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
輪
番
制
救
急
当
番
病
院
は

昼
夜
間
と
も
に
二
つ
の
医
療
機
関
が

指
定
さ
れ
て
お
り
、
小
山
市
民
病
院

も
受
入
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

輪
番
制
救
急
当
番
病
院
は
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
〈
０
１
８
０
‐
９
９
２
‐

１
９
０
〉
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

輪
番
制
救
急
当
番
病
院
及
び
小
山

市
民
病
院
を
受
診
す
る
際
に
は
、
急

患
や
手
術
中
の
場
合
が
あ
る
た
め
、

事
前
に
電
話
で
確
認
し
て
か
ら
受
診

し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
小
山
市
消
防
署

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
１
６
４

２１

　

小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）１
１
１
９

５７

秋
の
交
通
安
全 

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

期　

間　

９
月　

日
〜　

日

２１

３０

運
動
の
重
点

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

　

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

③
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

　

着
用
の
徹
底

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
２

５７

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
　

月　

日（
日
）

１１

１８

受
付
期
間　

９
月　

日
〜　

日

１０

２１

　
　
　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
除
く
）

※
願
書
は
、
消
防
本
部
・
消
防
署
・

野
木
分
署
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
小
山
市
消
防
本
部

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
１
５
７

２１
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国
民
健
康
保
険
よ
り

�
　

月
１
日
よ
り
国
民
健
康
保
険
証

１０
が
変
わ
り
ま
す

　

保
険
証
の
色
は
藤
色
が
う
ぐ
い
す

色（
一
般
）に
、
オ
レ
ン
ジ
色
が
ク
リ

ー
ム
色（
退
職
）に
変
わ
り
ま
す
。
保

険
証
は
９
月
末
に
世
帯
主
あ
て
に
郵

送
し
ま
す
。

※
古
い
保
険
証（
藤
色
・
オ
レ
ン
ジ

色
）
は
町
保
健
年
金
課
に
返
還
く
だ

さ
い
。

�
　

年
４
月
よ
り
医
療
制
度
が
大
き

２０
く
変
わ
り
ま
す

①「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
新

し
く
設
立
さ
れ
、　

歳
以
上
の
方
は

７５

独
立
し
た
医
療
保
険
制
度（
現
在
老

人
保
健
の
該
当
者
）へ
の
加
入
と
な

り
ま
す
。

②「
前
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
よ

り　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
は
国
民

６５

７４

健
康
保
険
や
被
用
者
保
険（
社
会
保

険
）に
従
来
通
り
の
加
入
と
な
り
ま

す
が
、
国
民
健
康
保
険
該
当
者
で
退

職
者
被
保
険
証（　

月
よ
り
ク
リ
ー

１０

ム
色
の
保
険
証
）を
お
持
ち
の
方
は

　

歳
の
翌
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

６５一
般（
う
ぐ
い
す
色
）被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

①
②
の
改
正
に
伴
い
表
の
よ
う
に
国

民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
が
変
わ

る
予
定
で
す
。

問
町
保
健
年
金
課�
（　

）４
１
３
６

５７

高
齢
者
と
ご
家
族
の
た
め
の 

な
ん
で
も
相
談

　

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
で
は
、「
栃

木
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の

抱
え
る
生
活
全
般
に
わ
た
る
心
配
ご

と
や
悩
み
ご
と
に
、
総
合
的
・
専
門

的
に
相
談
に
応
じ
る
高
齢
者
総
合
相

談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
相
談（
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）

�
よ
ろ
ず
相
談

�
介
護
・
福
祉
用
具
相
談

�
就
業
相
談

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
専
門
相
談

�
医
療
・
健
康
相
談（
内
科
医
師
）

　

偶
数
月
第
３
火
曜
日

　

午
後
２
時
〜
４
時

�
医
療
・
健
康
相
談（
精
神
科
医
師
）

　

奇
数
月
第
３
火
曜
日

　

午
後
２
時
〜
４
時

�
法
律
相
談（
弁
護
士
）

　

毎
週
金
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午

１０

■
移
動
法
律
相
談（
弁
護
士
）

・
県
南
会
場

　

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
県
南
支
所

　
（
栃
木
市
神
田
町
９
‐　

）
４０

　

毎
月
第
１
水
曜
日

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
。
専
門
相

　

談
・
移
動
法
律
相
談
は
予
約
制
。

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
。

※
電
話
、
来
所
、
手
紙
で
も
応
相
談
。

　　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
�
０
２
８（
６
２
７
）１
１
２
２

働
き
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

あ
な
た
の
か
ら
だ
！

　

労
災
年
金
福
祉
協
会
は
、
厚
生
労

働
省
の
委
託
を
受
け
、
仕
事
の
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
健
康
の
こ
と
、

「
過
労
死
」
及
び
「
精
神
障
害
等
」
労

災
補
償
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

問�
労
災
年
金
福
祉
協
会

　

栃
木
労
災
年
金
相
談
所

　
　
�
０
２
８（
６
２
５
）２
５
７
８

平成１９年１０月以降
有効期限条　件対象者

平成２０年３月３１日・平成２０年３月３１日時点で７５歳以上の人がいる世帯（昭和８年３月３１日以前生まれ）
・老人保健該当者（６５歳～７４歳までの障害認定者を含む）がいる世帯①一

般
被
保
険
者

（
う
ぐ
い
す
色
）

世帯内で一番早く７５歳到達となる人の
７５歳の誕生日の前日平成２０年４月１日～有効期限までに７５歳到達者がいる世帯（上記①以外）②

平成２０年９月３０日平成２０年４月１日～有効期限までの期間、世帯全員が７５歳未満の世帯(上記①②以外）③

世帯内で一番早く７５歳到達となる人の
７５歳誕生日月の末日（１日生まれは前月の末日）平成２０年４月１日までに７５歳到達者がいる世帯（昭和８年４月１日以前生まれ）④

退
職
被
保
険
者

（
ク
リ
ー
ム
色
）

平成２０年３月３１日平成２０年４月２日時点で６５歳以上（６５歳～７４歳）の者がいる世帯
（昭和８年４月２日～昭和１８年４月１日生まれ）（上記④以外）⑤

世帯内で一番早く６５歳到達となる人の
６５歳誕生日月の末日（１日生まれは前月の末日）平成２０年４月２日～有効期限までに６５歳到達者がいる世帯（上記④⑤以外）⑥

平成２０年９月３０日平成２０年４月２日～有効期限までの期間、世帯員全員が６５歳未満の世帯（上記④～⑥以外）⑦
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国
民
年
金
よ
り

納
め
忘
れ
は
？

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

受
け
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
万
一
の
事
故
や
ケ
ガ
等

で
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
納
付
の
案
内

☆
電
話
に
よ
る
納
付
案
内

　

皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
電
話
に
よ
り

　

納
付
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

☆
推
進
員
に
よ
る
個
別
訪
問

　

社
会
保
険
事
務
所
職
員
で
あ
る
国

　

民
年
金
推
進
員
等
が
ご
自
宅
に
訪

　

問
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
納
付

　

案
内
、
口
座
振
替
の
お
願
い
、
国

　

民
年
金
制
度
の
説
明
な
ど
で
す
。

※
国
民
年
金
推
進
員
等
は
、
常
に
身

　

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

過
去
２
年
以
内
で
保
険
料
を
納
め
て

い
な
い
月
が
あ
る
方
は
…

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
後
で
ま
と

め
て
納
め
た
い
と
思
っ
て
も
、
２
年

で
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
は
、
早
め

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
な

く
し
て
し
ま
っ
た
方
や
分
割
な
ど
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
、
新
た
な
納
付
書
を
郵
送
し
ま

す
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）６
０
７
４

２２

　

町
保
健
年
金
課�
（　

）４
１
３
７

５７

年
金
相
談

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
皆
さ
ん
の

利
便
性
を
図
る
た
め
に
、
相
談
窓
口

の
受
付
時
間
延
長
と
第
２
土
曜
日
の

開
設
を
し
て
い
ま
す
。
平
日
に
相
談

で
き
な
い
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
間
延
長

　

９
月　

日（
月
）午
後
７
時
ま
で

１０

土
曜
開
設

　

９
月
８
日（
土
）

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）６
０
７
４ 

２２

年
金
相
談
に
出
か
け
る
と
き
は

　

相
談
に
出
か
け
る
際
は
、
次
の
必

要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳
又
は
厚
生
年
金
被
保
険

　

者
証

②
過
去
に
勤
務
し
て
い
た
会
社
名
、

　

所
在
地
、
加
入
期
間
を
書
い
た
履

　

歴
書

③
以
前
に
加
入
期
間
を
調
べ
た
こ
と

　

が
あ
れ
ば
、
そ
の
回
答
書

④
年
金
受
給
者
は
、
年
金
証
書
又
は

　

年
金
額
改
定
通
知
書

⑤
印
鑑

※
①
〜
④
は
、
配
偶
者
の
分
も
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

�
電
話
で
の
相
談
に
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
面
か
ら
お
答
え
で
き
な
い
事

も
あ
り
ま
す
。

�
代
理
の
方
が
相
談
さ
れ
る
場
合
は

本
人
の
署
名
捺
印
の
あ
る「
委
任
状
」

が
必
要
で
す
。

※
相
談
内
容
に
よ
り
出
直
し
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
い
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）４
１
３
４

２２

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
�
０
５
７
０（　

）１
１
６
５

０５

電
話
加
入
権
公
売

　

自
動
車
税
等
の
滞
納
の
た
め
差
押

え
た
電
話
加
入
権
等
を
公
売
し
ま
す
。

日　

時　

９
月　

日（
水
）

２６

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

４５

場　

所　

県
庁
下
都
賀
庁
舎

　
　
　
　

第
１
別
館
２
階
大
会
議
室

持
参
す
る
も
の

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）３
４
１
１

２３

不
動
産
鑑
定
評
価 

秋
の
無
料
相
談
会

日　

時　
　

月
５
日（
金
）

１０

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

会　

場

　

栃
木
市
民
会
館
１
階
実
習
室

相
談
内
容

　

不
動
産（
土
地
・
建
物
）の
価
格
、

　

地
代
、家
賃
、借
地
権
の
価
格
な
ど

問�
栃
木
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
　
�
０
２
８（
６
３
９
）０
５
５
６
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
、

発
病
や
重
症
化
防
止
に
有
効
な
予
防

接
種
を
行
い
ま
す
。

対　

象

①
町
在
住
の
満　

歳
以
上（
接
種
時
）

６５

　

で
希
望
す
る
方

②
町
在
住
の
満　

歳
以
上　

歳
未
満

６０

６５

　
（
接
種
時
）で
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼

　

吸
器
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

　

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害

　

を
有
す
る（
厚
生
労
働
省
令
）身
体

　

障
害
者
手
帳
１
級
所
持
者
で
希
望

　

す
る
方

期　

間　
　

月
１
日
〜
２
月
末
日

１０

料　

金　

自
己
負
担
額
２
０
０
０
円

　
　
　
　
（
た
だ
し
１
回
分
の
み
）

実
施
医
療
機
関

　

浅
野
医
院
・
岩
崎
医
院
・
菊
池
ク

　

リ
ニ
ッ
ク
・
木
村
外
科
胃
腸
科
内

　

科
医
院
・
近
藤
医
院
・
さ
く
ら
診

　

療
所
・
鹿
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
寺
内

　

整
形
外
科
・
野
木
病
院

町
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

①
契
約
医
療
機
関
で
接
種

　

小
山
地
区
医
師
会
、
古
河
市
医
師

会
、
猿
島
郡
医
師
会
と
は
予
防
接
種

契
約
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
医

師
会
員
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
は
、
接
種
料
と
町
負
担
額（
３
０

０
０
円
）の
差
額
を
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

②
契
約
し
て
い
な
い
医
療
機
関
で
接
種

　

ま
ず
、
接
種
料
全
額
を
支
払
っ
て
、

そ
の
後
※
必
要
書
類
等
を
添
え
町
健

康
福
祉
課
へ
助
成
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。町
負
担
額（
３
０
０
０
円
）を
限

度
に
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
必
要
書
類
等

　

①
印
鑑
②
本
人
の
預
金
口
座

　

③
領
収
書
④
予
診
票
写
し

接
種
時
に
持
参
す
る
も
の

　

保
険
証
・
健
康
手
帳（　

歳
以
上
）

７５

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
１

５７

生
活
習
慣
病
健
診
の
ご
案
内

　

広
報
の
ぎ
３
月
号
に
お
い
て
、
基

本
健
康
診
査
が
町
委
託
医
療
機
関
で

受
診
で
き
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
都
合
に
よ
り
、
さ

く
ら
診
療
所
で
の
受
診
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

町
委
託
医
療
機
関
で
の
実
施
は
、

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
受

診
希
望
者
は
、
直
接
各
医
療
機
関
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

町
委
託
医
療
機
関
・
町
保
健
セ
ン

タ
ー
で
の
受
診
を
問
わ
ず
、
４
月
１

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
に
１
回
の
受

３１

診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�
町
委
託
医
療
機
関

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
１

５７

食
生
活
改
善
推
進
員 

養
成
講
習
会

　

健
康
と
栄
養
・
食
生
活
の
基
礎
を

学
び
、
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
、

地
域
に
広
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

内　

容

　

健
康
づ
く
り
や
栄
養
・
食
生
活
に

　

つ
い
て
調
理
実
習
を
踏
ま
え
な
が

　

ら
学
び
ま
す
。
ま
た
、
運
動
実
技

　

も
行
い
ま
す
。

日　

程　
　

月
４
日
、　

日

１０

２５

　
　
　
　
　

月
１
日
、　

日（
木
）

１１

２９

　
　
　
　
　

月　

日（
金
）　

全
５
回

１２

１４

対　

象

　
　

〜　

歳
の
方
で
、
講
習
会
終
了

２０

６０

　

後
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て

　

活
動
で
き
る
方　
　

名
２０

会　

場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
等

費　

用　

テ
キ
ス
ト
代

申
込
期
限　

９
月　

日
１４

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
１

５７

子宮がん
検診

胃がん
検診

基本健診
(65歳以上）

基本健診
(30歳～64歳）医療機関

���(57)3660浅野医院

����(56)0280岩崎医院

����(57)2510菊池クリニック

��(56)2255木村外科胃腸科内科医院

��(56)0356近藤医院

���(57)0056鹿野クリニック

��(57)9811寺内整形外科

����(55)0710野木病院

���(54)5004さくら診療所

※医療機関で基本健診を受診する場合、眼底検査は含まれません。
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新
橋
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

�
幼
児
向
け
絵
本
講
演
会

　

こ
ど
も
の
友
社
か
ら
講
師
を
招
い

て
、
読
み
聞
か
せ
や
幼
児
本
の
紹
介

な
ど
を
行
い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
の

大
切
さ
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

講　

師　

我
妻
玲
子
先
生

演　

題　

子
ど
も
と
楽
し
む
絵
本
の
世

界日　

時　

９
月
７
日（
金
）

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

�
す
こ
や
か
栄
養
教
室

　

栄
養
士
さ
ん
が
離
乳
食
や
お
や
つ

に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日　

時　

９
月　

日（
火
）

１１

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象

　

幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん　
　

名
２０

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

※
お
子
さ
ん
連
れ
の
参
加
も
可

�
将
棋
道
場
で
遊
ぼ
う

　

名
人
が
将
棋
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日　

時　

９
月　

日（
木
）

１３

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

対　

象　

小
学
生
以
上　
　

名
３０

申
込
期
間　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

�
し
ゃ
べ
り
場

　

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
頃
た
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
も
解
消
し

ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。
お
友
だ
ち
は
職

員
と
遊
び
ま
す
。

日　

時　

９
月　

日（
火
）

２５

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん

※
申
込
不
要

�
童
謡
付
読
み
聞
か
せ

　

今
注
目
の
読
み
聞
か
せ
で
す
。
音

楽
、
手
遊
び
、
踊
り
あ
り
の
楽
し
い

１
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

９
月　

日（
金
）

２８

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

※
申
込
不
要

※
す
べ
て
参
加
無
料

問
新
橋
児
童
館　
�
（　

）９
１
５
５

５７

県
・
郡（
身
体
）障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

体
力
の
維
持
増
進
、
機
能
回
復
を
図

り
、
自
立
更
生
の
成
果
を
あ
げ
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
の
障
害
に
対
す

る
正
し
い
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

�
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

期　

日　

９
月　

日（
水
）

１９

場　

所　

県
南
体
育
館

※
現
在
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

期　

日　

９
月　

日（
日
）

３０

場　

所　

県
総
合
運
動
公
園

問
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
長

　

中
村　

總　
　
�
（　

）１
９
７
２

５６

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）３
１
０
０

５７

　

町
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）４
１
７
２

５７

や
っ
ぱ
り
木
が
好
き 

も
く
も
く
ま
つ
り
２
０
０
７

　

木
材
の
利
用
を
一
層
推
進
し
、
県

産
材
の
需
要
拡
大
を
目
的
に
、
木
材

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時

　

９
月　

日（
日
）

３０

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

会　

場

　

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
い
こ
い
の
広
場

　
（
宇
都
宮
市
新
里
町
丙
２
５
４
）

催
し
物

・
木
材
の
性
質
を
学
習
す
る
体
験
コ

　

ー
ナ
ー

・
チ
ェ
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
シ
ョ
ー

・
木
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

・
木
の
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

・
木
の
サ
ッ
カ
ー

・
親
子
丸
太
切
り

・
親
子
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

・
森
沢
山
丸
太
切
り

・
木
製
品
の
販
売

・
木
片
、
苗
木
、
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会

　
　
�
０
２
８（
６
５
２
）３
６
８
７
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成
人
式
実
行
委
員
を 

募
集
し
ま
す

　

町
主
催
の
成
人
式
は
、
新
成
人
に

な
ら
れ
る
方
々
で
実
行
委
員
会
を
設

け
、
式
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
生
に
一
度
の
思
い
出
に
残
る
成

人
式
に
、
実
行
委
員
と
し
て
参
加
協

力
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参

加
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

年

６２

６３

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内　

容
来
年
の
成
人
式
は
1
月　

日（
日
）

１３

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
成
人
式
ま

で
に
4
回
程
度
の
実
行
委
員
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
式
の
運
営

方
法
等
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、

前
日
の
準
備
か
ら
当
日
の
式
典
等

の
運
営
ま
で
行
う
予
定
で
す
。

問
町
生
涯
学
習
課�
（　

）４
１
８
８

５７

農
薬
使
用
は
最
小
限
に

①
市
街
地
な
ど
で
の
病
害
虫
防
除
に

当
た
っ
て
は
、
定
期
的
な
農
薬
散
布

を
改
め
、
せ
ん
定
な
ど
環
境
へ
の
影

響
が
少
な
い
方
法
に
切
り
替
え
ま
し

ょ
う
。
除
草
に
つ
い
て
も
、
早
期
の

手
抜
き
、
あ
る
い
は
刈
り
取
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

②
や
む
を
え
ず
農
薬
を
使
用
す
る
場

合
は
、
農
薬
の
飛
散
で
健
康
被
害
を

及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
塗
布
・

樹
幹
注
入
な
ど
散
布
以
外
の
方
法
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

③
や
む
を
え
ず
散
布
す
る
場
合
は
、

最
小
限
の
区
域
に
留
め
、
農
薬
使
用

者
は
、
事
前
に
近
隣
住
民
に
対
し
て
、

散
布
日
時
を
十
分
周
知
し
、
立
て
看

板
な
ど
で
、
散
布
区
域
に
人
が
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
近
く
に

学
校
や
通
学
路
が
あ
る
場
合
は
、
事

前
周
知
を
徹
底
し
、
子
ど
も
を
健
康

被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
町
産
業
課　
　
�
（　

）４
１
５
１

５７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
や
ま
よ
り

９
月
は
障
害
者
雇
用
支
援
月
間

　

障
害
の
あ
る
人
も
障
害
の
な
い
人

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
生
活
し
、
活
動

で
き
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

南
と
ち
ぎ
障
害
者
雇
用
促
進
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山（
小
山
公
共

職
業
安
定
所
）で
は
、
県
南
地
区（
栃

木
・
佐
野
・
足
利
）公
共
職
業
安
定

所
と
合
同
で
、
障
害
を
持
つ
求
職
者

を
対
象
に
し
た
企
業
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

期　

日　
　

月　

日（
火
）

１０

２３

会　

場　

栃
木
商
工
会
議
所

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す

①
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
変

わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
週
所
定
労
働
時
間
に

よ
る
被
保
険
者
区
分（
短
時
間
労
働

者
以
外
の
一
般
被
保
険
者
／
短
時
間

労
働
被
保
険
者
）を
な
く
し
、
雇
用

保
険
の
基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件

を
一
本
化
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

　

年　

月
１
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た

１９

１０

方
が
対
象
で
す
。

②
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が　

％
５０

に
上
が
り
ま
す

　

給
付
率
を
休
業
前
賃
金
の　

％
か

４０

ら　

％
に
引
上
げ
ま
す
。　

年
３
月

５０

１９

　

日
以
降
に
職
場
復
帰
さ
れ
た
方
か

３１ら　

年
３
月　

日
ま
で
に
育
児
休
業

２２

３１

を
開
始
さ
れ
た
方
ま
で
が
対
象
で
す
。

③
教
育
訓
練
給
付
の
要
件
・
内
容
が

変
わ
り
ま
す

　

本
来
「
３
年
以
上
」
の
被
保
険
者

期
間
が
必
要
で
あ
る
受
給
要
件
を
、

当
分
の
間
、
初
回
に
限
り
「
１
年
以

上
」
に
緩
和
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
被

保
険
者
期
間
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い

た
給
付
率
及
び
上
限
額
を
一
本
化
し

ま
す
。　

年　

月
１
日
以
降
に
指
定

１９

１０

講
座
の
受
講
を
開
始
さ
れ
た
方
が
対

象
で
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
や
ま

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）１
５
２
４

２２
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バ
ス
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

　

小
山
地
区
広
域
行
政
推
進
協
議
会

で
は
小
山
地
区
圏
域（
野
木
町
・
小

山
市
・
下
野
市
）の
皆
様
が
自
分
の

住
ん
で
い
る
圏
域
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
愛
着
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期　

日　
　

月
１
日（
木
）

１１

集
合
場
所

　

小
山
市
役
所（
午
前
８
時
）

　

小
山
駅
西
口（
午
前
８
時
５
分
）

コ
ー
ス

※
都
合
に
よ
り
見
学
場
所
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対　

象
小
山
地
区
広
域
圏（
野
木
町
・
小

山
市
・
下
野
市
）在
住
者

定　

員

　
　

名（
大
型
バ
ス
２
台
予
定
）

８０
参
加
無
料

※
昼
食
は
持
参
又
は
現
地
自
費
負
担

申
込
方
法

官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
連

絡
先
・
希
望
集
合
場
所（
小
山
市
役

所
又
は
小
山
駅
西
口
）を
明
記
の

う
え
応
募
。（
グ
ル
ー
プ
参
加
は
２

名
１
組
で
参
加
者
す
べ
て
明
記
）

申
込
期
限　
　

月
１
日（
消
印
有
効
）

１０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

問
小
山
市
企
画
調
整
課

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）９
３
５
２

２２

　

〒
３
２
３
‐
８
６
８
６

　

小
山
市
中
央
町
１
‐
１
‐
１

法
の
日
合
同
無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
会
・
行
政
書
士
会
・
土

地
家
屋
調
査
士
会
の
小
山
支
部（
小

山
市
、
下
野
市
、
野
木
町
）で
は
、
合

同
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
　

月
７
日（
日
）

１０

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

場　

所

　

道
の
駅
「
思
川
」
小
山
評
定
館

相
談
内
容

�
司
法
書
士

・
相
続
登
記
、
保
存
登
記

・
売
買
、贈
与
、交
換
等
に
よ
る
登
記

・
共
有
物
分
割
登
記

・
役
員
変
更
、本
店
移
転
、会
社
解
散
、

　

会
社
合
併
登
記
等

・
供
託
手
続

・
裁
判
手
続
の
書
類
作
成
、
小
額
訴

　

訟
、
民
事
再
生
、
個
人
破
産
等

・
高
齢
者
、
障
害
者
の
財
産
管
理
処

　

分

�
土
地
家
屋
調
査
士

・
土
地
境
界
、
測
量

・
土
地
分
筆
登
記

・
地
目
変
更
登
記

・
建
物
表
示
登
記

・
建
物
表
示
変
更
登
記

・
建
物
滅
失
登
記

�
行
政
書
士

・
建
設
業
許
可
申
請

・
開
発
行
為
許
可
申
請

・
農
地
転
用
許
可
申
請

・
飲
食
業
許
可
申
請

・
風
俗
営
業
許
可
申
請

・
議
事
録
、
定
款
の
作
成

・
車
庫
証
明
、
登
録
、
廃
車
手
続
等

問
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）８
３
０
３

２２

　

土
地
家
屋
調
査
士
会
小
山
支
部

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）２
７
１
７

２７

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）０
６
７
９

２３

栃
木
県
農
業
大
学
校 

　

年
度
学
生
募
集

２０
　

栃
木
県
農
業
大
学
校
で
は
、
高
度

な
専
門
的
知
識
や
技
術
の
実
践
教
育

を
通
し
て
、
本
県
農
業
の
次
代
を
担

う
資
質
の
高
い
青
年
を
養
成
し
ま
す
。

募
集
人
員

�
本
科（
高
卒
後
２
年
課
程
）

・
総
合
農
学
科（
作
物
、
畜
産
、
農
産

科
学
の
各
コ
ー
ス
）　
　
　
　

名
４０

・
園
芸
学
科（
野
菜
、
花
き
、
果
樹
の

各
コ
ー
ス
）　
　
　
　
　
　
　

名
６０

�
研
究
科（
短
大
、農
大
卒
後
２
年
課
程
）

・
研
究
課
程（
作
物
、
園
芸
、
畜
産
、

食
品
化
学
の
各
コ
ー
ス
）　
　

名
２０

試
験
日（
出
願
期
間
）

・
推
薦
入
試　
　
　
　
　

月
５
日

１１

　
　
　
（
９
月　

日
〜　

月
５
日
）

２５

１０

・
前
期
一
般
入
試　
　

１
月　

日
１１

　
　
　
　
　
（　

月
３
日
〜　

日
）

１２

１４

・
後
期
一
般
入
試　
　

２
月　

日
２８

　
　
　
　
　
（
２
月　

日
〜　

日
）

１２

１８

・
研
究
科
一
般
入
試　

１
月　

日
１１

　
　
　
　
　
（　

月
３
日
〜　

日
）

１２

１４

問
栃
木
県
農
業
大
学
校

　
　
�
０
２
８（
６
６
７
）０
７
１
１

　

〒
３
２
１
‐
３
２
３
３

　

宇
都
宮
市
上
籠
谷
町
１
１
４
５
‐
１

小
山
市
役
所
→
小
山
駅
西
口
→
旧
下
野

煉
化
製
造
会
社
煉
瓦
窯
→
小
山
市
立
博

物
館
→
道
の
駅
思
川（
休
憩
）→
天
平
の

丘
公
園（
昼
食
）し
も
つ
け
風
土
記
の
丘

資
料
館
→
下
野
薬
師
寺
跡
→
寺
野
東
遺

跡
→
森
永
製
菓
小
山
工
場
→
小
山
駅
西

口
→
小
山
市
役
所（
午
後
5
時
予
定
）
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町
議
会
議
員
に
繰
上
当
選 

阿
部
幸
夫
氏

　

７
月　

日
役
場
本
館
大
会
議
室
に

２２

お
い
て
、
平
成　

年
４
月　

日
執
行

１９

２２

野
木
町
議
会
議
員
選
挙
繰
上
補
充
選

挙
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
選
挙
会
は
、
当
選
人
と
な
っ

た
者
が
、
選
挙
の
日
か
ら
３
か
月
以

内
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た

欠
員
１
名
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法

第
１
１
２
条
第
５
項
及
び
第
８
項
の

規
定
に
基
づ
い
て
、
繰
上
補
充
を
行

う
も
の
で
す
。

　

繰
上
補
充
の
当
選
者
は
、
４
月　
２２

日
執
行
の
選
挙
に
お
い
て
当
選
人
と

な
ら
な
か
っ
た
者
の
中
か
ら
法
定
得

票
数
１
９
７
・
９
４
４
票
以
上
の
得

票
者
で
、
最
多
得
票
者
が
決
定
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

当
選
人　

あ
べ
幸
夫　

３
４
０
票

（
敬
称
略
）

※
任
期
は
、
平
成　

年
７
月　

日
か
ら
平
成

１９

２２

　

年
４
月　

日
ま
で
で
す
。

２３

３０

問
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
町
総
務
課
内
）�
（　

）４
１
１
４

５７

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
結
果

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙（
選
挙
区
・

比
例
代
表
）は
、
７
月　

日
に
町
内

２９

　

か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
午
後

１３９
時
か
ら
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

�
選
挙
区

投
票
結
果

　

有
権
者
数　
　
　

２
１
４
９
６
人

　

投
票
者
数　
　
　

１
２
９
３
６
人

　

投
票
率　
　
　
　
　
　
　

・　

%

６０

１８

　
　
　
　
　
（
前
回
比
＋
4
・　

%
）

１６

得
票
数

　

谷
ひ
ろ
ゆ
き　
　
　

７
０
６
０
票

　

小
池
一
徳　
　
　
　
　

９
４
９
票

　

国
井
正
幸　
　
　
　

４
５
７
０
票

　
　
　
　
　
　
（
届
出
順
、
敬
称
略
）

�
比
例
代
表

投
票
結
果

　

有
権
者
数　
　
　

２
１
４
９
６
人

　

投
票
者
数　
　
　

１
２
９
３
８
人

　

投
票
率　
　
　
　
　
　
　

・　

%

６０

１９

　
　
　
　
　
（
前
回
比
＋
４
・　

%
）

１６

得
票
数（
政
党
等
の
得
票
数
＋
名
簿

登
載
者
の
得
票
数
）

　

維
新
政
党
・
新
風　
　
　
　
　

票
４９

　

社
会
民
主
党　
　
　
　

４
１
２
票

　

公
明
党　

１
３
８
８
・
７
３
６
票

　

９
条
ネ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
　

票
５２

　

共
生
新
党　
　
　
　
　
　
　
　

票
１２

　

日
本
共
産
党　
　
　
　

７
２
３
票

　

国
民
新
党　
　
　
　
　

１
７
４
票

　

自
由
民
主
党　
　
　

３
６
２
７
票

　

民
主
党　

５
６
３
４
・
２
６
３
票

　

新
党
日
本　
　
　
　
　

３
３
１
票

　

女
性
党　
　
　
　
　
　

１
３
８
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
届
出
順
）

問
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
町
総
務
課
内
）�
（　

）４
１
１
４

５７

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
及
び
試
験
講
習
会

�
講
習
会

日　

時　
　

月　

日（
水
）

１０

２４

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

場　

所　

宇
都
宮
市
文
化
会
館

�
試
験

日　

時　
　

月　

日（
金
）

１１

１６

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

場　

所　

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間

　

９
月　

日
〜　

日（
消
印
有
効
）

２１

２８

申
込
用
紙

　

９
月　

日
か
ら
建
設
総
合
技
術
セ

１３

　

ン
タ
ー
及
び
町
下
水
道
課
で
配
布

問
栃
木
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
�
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７

逆
川
排
水
機
場
ポ
ン
プ 

増
設
工
事
完
成
見
学
会

　

逆
川
排
水
機
場
の
排
水
ポ
ン
プ
１

台（
毎
秒
８�
）を
増
設
す
る
工
事
が

完
成
し
、
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

９
月　

日（
日
）

３０

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

参
加
方
法　

直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
施
設
内
に
数
台
分
あ
り

ま
す
。

問
町
下
水
道
課　
�
（　

）４
１
９
４

５７



お知らせ

工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
下
水
道
課�
（　

）４
１
６
５

５７

　

人  
権  
標  
語

友
だ
ち　

た
く
さ
ん
楽
し
い
な

み
ん
な
の
え
顔　

幸
せ
い
っ
ぱ
い

野
木
小
学
校　
 
山  
内 　

や
ま 
う
ち

 
啓  
生 

よ
し 

お

　
　
　
（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

18

自
衛
官
採
用 

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

�
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）４
７
６
３

２５

�
町
住
民
課　
　
�
（　

）４
１
２
７

５７

（17）

（黒（黒））舗装工舗装工事事
工期：９月下旬ま工期：９月下旬までで

（黒（黒））舗装工舗装工事事
工期：１０月中旬ま工期：１０月中旬までで

（オレンジ（オレンジ））下下水道工事水道工事
工期：１１月下旬ま工期：１１月下旬までで

（オレンジ（オレンジ））下水道工事下水道工事
工期：１月下旬ま工期：１月下旬までで

住
民
課
の
豆
知
識
Ｑ
＆
Ａ
⑥

〜
窓
口
で
頂
い
た
ご
質
問
か
ら
〜

Q
婚
姻
届
出
を
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
？

A
婚
姻
で
き
る
年
齢
は
、
男
性
が

　

歳
、
女
性
が　

歳
か
ら
で
す
。

１８

１６

未
成
年
の
婚
姻
に
は
両
親
の
同
意

が
必
要
で
す
。

　

婚
姻
届
出
に
必
要
な
も
の
は
、

届
出
用
紙
と
戸
籍
謄
本（
戸
籍
の

全
部
事
項
証
明
書
）で
す
。
届
出

地
に
本
籍
の
あ
る
人
の
み
戸
籍
謄

本
は
省
略
で
き
ま
す
。

　

婚
姻
後
の
氏
は
夫
に
な
る
人
か

妻
に
な
る
人
の
ど
ち
ら
か
の
氏
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
夫
の
氏
を
選

ん
だ
場
合
は
夫
が
戸
籍
の
筆
頭
者

と
な
り
、
妻
の
氏
を
選
ん
だ
場
合

は
妻
が
戸
籍
の
筆
頭
者
に
な
り
新

し
い
戸
籍
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

す
で
に
戸
籍
の
筆
頭
者
と
な
っ
て

い
る
人
の
氏
を
選
ん
だ
と
き
は
、

そ
の
人
の
戸
籍
に
配
偶
者
と
し
て

入
籍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

届
出
に
は　

歳
以
上
の
証
人
２

２０

名
の
署
名
と
押
印
が
必
要
で
す
。

夫
に
な
る
人
と
妻
に
な
る
人
並
び

に
証
人
２
名
の
印
鑑
は
氏
が
同
じ

場
合
で
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の

を
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ス
タ
ン
プ
式
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

届
出
先
は
夫
に
な
る
人
か
妻
に

な
る
人
の
住
所
地
・
本
籍
地
・
所

在
地
の
い
ず
れ
か
の
役
所
で
す
。

　

野
木
町
役
場
に
婚
姻
届
出
を
す

る
場
合
は
、
業
務
時
間
外（
午
後

５
時　

分
〜
翌
日
の
午
前
８
時　

３０

３０

分
と
土
・
日
・
祝
日
）も
で
き
ま

す
が
、
受
付
の
み
と
な
り
、
内
容

審
査
は
休
み
明
け
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
婚
姻
に
よ
る
住
所
変
更
や

そ
の
他
の
手
続
き
、
証
明
書
等
が

必
要
な
場
合
は
、
再
度
業
務
時
間

内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
町
住
民
課　
�
（　

）４
１
２
７

５７
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楽
し
か
っ
た １

学
期
の
思
い
出

レ
ン
ゲ
畑
で
遊
ん
だ
よ

１
年　

み
ね　

ま
り
あ

　

わ
た
し
は
、
れ
ん
げ
を
い
っ
ぱ

い
つ
み
ま
し
た
。
ま
ど
か
ち
ゃ
ん

と
か
け
っ
こ
し
た
り
、
ね
っ
こ
ろ

が
っ
た
り
し
て
と
て
も
た
の
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
あ
そ
び
た
い
で

す
。

２
年　
 
岩  
� 　

い
わ 
さ
き

 
里  
咲 

り 

さ

　

わ
た
し
は
、
れ
ん
げ
ば
た
け
で

ね
っ
こ
ろ
が
っ
た
り
、
犬
と
あ
そ

ん
だ
り
、
み
ゆ
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ん

だ
り
し
ま
し
た
。
と
て
も
た
の
し

か
っ
た
で
す
。
い
け
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

３
年　
 
岩  
瀬 　

い
わ 

せ

 
優  
希 

ゆ
う 

き

　

わ
た
し
は
、
れ
ん
げ
を
は
じ
め

て
見
ま
し
た
。
れ
ん
げ
畑
に
入
っ

た
ら
ふ
わ
ふ
わ
で
し
た
。
２
年
生

と
れ
ん
げ
を
つ
ん
だ
時
「
ピ
ン
ク

色
で
か
わ
い
い
な
」
と
思
い
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

思
い
出
に
残
っ
た
修
学
旅
行

６
年　
 
老  
沼 　

お
い 
ぬ
ま

 
実  
咲 

み 

さ
き

　

私
が
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
一
日
目
の
班
別
行
動
で

す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
お
寺

を
見
学
し
た
り
お
み
や
げ
を
買
っ

た
り
し
ま
し
た
。
特
に
、
長
谷
観

音
の
大
き
さ
に
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
海
賊
船
に
乗
っ

た
り
寄
せ
木
細
工
を
し
た
り
し
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん

な
で
泊
ま
る
の
は
こ
れ
が
最
後
な

の
で
、
少
し
さ
び
し
か
っ
た
で
す

が
、
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
田
植
え

４
年　
 
新  
井 　

あ
ら 

い

 
和  
磨 

か
ず 

ま

　

６
月　

日
、
４
、
５
、
６
年
生

１３

で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は

田
植
え
を
初
め
て
や
る
の
で
ド
キ

ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の

中
に
は
い
る
と
、
水
が
冷
た
く
て

気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
な
え
を

植
え
る
と
き
、
き
ち
ん
と
土
に
入

っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
佐
川
野
っ

子
祭
り
ま
で
に
、
米
が
た
く
さ
ん

で
き
る
と
い
い
で
す
。

５
年　
 
 
野 　の
 
絵  
里  
香 

え 

り 

か

　

田
植
え
を
し
て
、
田
の
水
が
深

か
っ
た
の
で
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

植
え
始
め
て
か
ら
、
茶
色
だ
っ
た

田
が
緑
に
そ
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

た
ち
ま
ち
田
植
え
が
終
わ
り
、
し

ゅ
う
か
く
が
楽
し
み
で
す
。

６
年　
 
鈴  
木 　

す
ず 

き

 
絵  
里  
香 

え 

り 

か

　

今
年
で
小
学
校
最
後
の
田
植
え

を
し
て
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
４
年
生
の
時
よ
り
も
、

き
れ
い
に
植
え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

早
く
収
か
く
を
し
て
、
お
い
し
い

お
も
ち
を
食
べ
た
い
で
す
。

 

 　
 たて

み
ん
な
で
協
力
し
た
臨
海
自
然
教
室

５
年　
 
梶  
山 　

か
じ 
や
ま

 
和  
華 

の
ど 

か

　

二
日
目
の
午
前
中
に
野
外
調
理

を
し
ま
し
た
。
私
は
野
菜
を
切
り

ま
し
た
。
家
で
も
手
伝
い
を
し
て

い
る
の
で
、
上
手
に
切
れ
ま
し
た
。

味
は
、
今
ま
で
に
食
べ
た
こ
と
の

な
い
と
て
も
お
い
し
い
味
で
し
た
。

５
年　
 
山  
谷 　

や
ま 

や

 
涼  
太 

り
ょ
う 

た

　

海
浜
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で

は
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
つ
か
れ
た

け
ど
、
最
後
に
達
成
感
を
す
ご
く

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
力
を
合
わ

せ
て
作
っ
た
大
な
べ
う
ど
ん
は
、

格
別
に
美
味
し
か
っ
た
で
す
。



古
河
市

�
古
河
文
学
館
企
画
展
「
追
悼
・
小
林
久
三
展
」

　

昨
年
９
月
逝
去
し
た
古
河
出
身
の
推
理
作
家
、

小
林
久
三
氏
を
追
悼
し
、
乱
歩
賞
受
賞
記
念
ブ
ロ

ン
ズ
像
ほ
か
様
々
な
資
料
を
通
じ
、
氏
の
生
涯
と

社
会
派
推
理
作
家
と
し
て
の
軌
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

開
催
期
間　

９
月　

日（
木
）ま
で

２７

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

入
館
料　

大
人
２
０
０
円　

小
中
高
生　

円
５０

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
第
４
金
曜
日

問
古
河
文
学
館　
　
　
　
　
　
�
（　

）１
１
２
９

２１

北
川
辺
町

�
新
そ
ば
花
ま
つ
り
開
催

日　

時　
　

月
７
日（
日
）

１０

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

※
雨
天
決
行

１０

会　

場　

旧
川
ふ
る
さ
と
公
園（
伊
賀
袋
）

　
　
　
　

及
び
周
辺
農
地

内　

容　

・　

a
の
そ
ば
畑
の
花
見

６０

　
　
　
　

・
手
打
ち
そ
ば
の
実
演
販
売

　
　
　
　

・
新
そ
ば
粉
の
製
粉
販
売

　
　
　
　

・
地
元
農
産
物
の
販
売

　
　
　
　

・
そ
の
他
模
擬
店
出
店
他

問
北
川
辺
町
ラ
イ
ス
パ
ー
ク（
月
曜
日
は
休
館
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）４
３
４
９

６２

午前９: 00～午後５: 00　火曜日休館　�(57)2000　�（57）2044
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三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報
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９
月
は 

「
健
康
増
進
普
及
月
間
」

　
「
１
に
運
動 

　
　

２
に
食
事 

　
　
　

し
っ
か
り
禁
煙 

　
　
　
　

最
後
に
ク
ス
リ
」

良
い
生
活
習
慣
は
、 

気
持
ち
が
い
い
！

　

生
活
習
慣
病
は
日
常
生
活
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
、
健
康
の
保
持
・

増
進
の
た
め
に
は
、
運
動
習
慣
の

定
着
や
食
生
活
の
改
善
と
い
っ
た

健
康
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
が
大

切
で
す
。

�
皆
さ
ん
の
生
活
習
慣
は
い
か
が

で
す
か
？

�
毎
日
身
体
に
気
を
つ
け
て
生
活

し
て
い
ま
す
か
？

　

現
在
運
動
不
足
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
肥
満
・
高
血
圧
・

高
血
糖
・
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な

ど
生
活
習
慣
病
に
な
る
危
険
因
子

を
複
数
併
せ
持
っ
て
い
る
状
態
の

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
生

活
の
中
で
、
身
体
を
動
か
し
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
、

三
食
楽
し
く
き
ち
ん
と
食
べ
る
食

生
活
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
や
地
域
の
健
康

相
談
に
お
い
て
、
食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ガ
イ
ド

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

町
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

　
「
楽
し
か
っ
た
ね
」

　
「
ま
た
行
こ
う
ね
」

　

子
ど
も
に
と
っ
て
家
族
で
の
思

い
出
づ
く
り
は
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
夏
休
み
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
別
に
遠
く
に
出
か
け
な
く

て
も
、
近
く
の
公
園
へ
行
っ
た
り
、

近
所
へ
散
歩
に
出
か
け
た
り
す
る

だ
け
で
も
と
て
も
楽
し
い
も
の
で

す
よ
ね
。
子
ど
も
は
、
大
好
き
な

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
だ

っ
た
ら
ど
こ
で
も
良
い
の
で
す
。

　

道
端
に
生
え
て
い
る
き
れ
い
な

花
を
見
て
感
動
し
た
り
、
葉
の
裏

や
土
の
中
に
隠
れ
て
い
る
虫
を
見

つ
け
て
び
っ
く
り
し
た
り
す
る
の

も
楽
し
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な

る
も
の
で
す
。
見
つ
け
た
分
か
ら

な
い
植
物
の
名
前
や
虫
の
名
前
を

親
子
で
図
鑑
な
ど
を
使
っ
て
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
苦
労
し

て
自
分
で
調
べ
て
覚
え
た
も
の
は

一
生
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。 

　

乳
児
期
・
幼
児
期
の
子
ど
も
は
、

自
分
で
自
分
の
生
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
し
て
も

大
人
の
手
助
け
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
夏
休
み
の
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー

の
計
画
は
、
子
ど
も
の
体
力
な
ど

を
中
心
に
考
え
て
無
理
が
な
い
も

の
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
例

え
ば
、
旅
先
で
の
食
事
の
時
間
や

昼
寝
、
夜
の
布
団
に
入
る
時
間
を

い
つ
も
の
生
活
と
同
じ
時
間
に
し

て
あ
げ
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た

配
慮
で
、
子
ど
も
は
落
ち
着
い
て

過
ご
せ
る
も
の
で
す
。

　

日
頃
、
保
育
業
務
に
携
わ
っ
て

い
て
、
し
ば
し
ば
感
じ
と
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
休
日
の
次

の
日
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が

と
て
も
疲
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

楽
し
く
て
ど
う
し
て
も
夜
寝
る
の

が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
遅
く
起
こ
す
の
で
は
な

く
、
い
つ
も
と
同
じ
時
間
に
起
こ

し
て
、
朝
の
太
陽
の
光
を
浴
び
さ

せ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　

あ
る
子
が
「
お
母
さ
ん
が
つ
く

っ
て
く
れ
た
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
、

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
大
切
そ
う
に
折
鶴

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
顔

は
と
っ
て
も
う
れ
し
そ
う
で
キ
ラ

キ
ラ
輝
い
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

は
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
楽
し

く
う
れ
し
い
よ
う
で
す
ね
。

丸
林
保
育
所
保
育
士

　
　
　
　
　
　
　

長
岡　

さ
よ
子

� �����������������������������������������������������������������������
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み
ど
り
の
里　

川
西

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

渡
邉
和
也

　

川
西
地
区（
本
新
田
・
下
影
・
角

新
田　

全
戸
数　

戸
）の
農
地
・
水
・

７４

環
境
保
全
向
上
対
策
活
動
組
織
「
み

ど
り
の
里　

川
西
」
は
、
７
月　

日
、

２３

町
役
場
の
町
長
室
に
お
い
て
、
町
と

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
」
は
、
農
林
水
産
省
が
本
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
、
農
地
や
水
等
を
守

る
共
同
活
動
で
、
営
農
活
動
を
支
援

し
、
国
と
県
、
町
か
ら
補
助
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　
「
み
ど
り
の
里　

川
西
」
は
、
町
の

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
質
的
向
上
活

動（
資
源
の
長
寿
命
化
・
施
設
の
点

検
、
補
修
等
）環
境
向
上
活
動（
農
道

等
の
景
観
植
物
の
植
栽
、
水
路
等
の

生
き
物
調
査
）を
実
施
す
る
予
定
で

す
。 

投
稿

ギ
ム
ナ
ス
ト
ラ
ー
ダ 

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア

in

体
育
指
導
員　

小
澤
洋
子

　

７
月
８
日
か
ら
１
週
間
に
亘
り
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
ド
ー
ン
ビ
ル
ン
で
開

催
さ
れ
た
一
般
体
操
の
世
界
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
４
年

ご
と
に
開
催
さ
れ
、
今
回
で　

回
目

１３

を
数
え
、
世
界
中
か
ら　

カ
国
５
万

５３

人
が
参
加
す
る
と
い
う
ビ
ッ
グ
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
日
本
か
ら
は　

チ
ー

１５

ム
６
５
０
人（
野
木
町
か
ら
２
名
）が

出
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
色
と
り
ど
り
の
民
族
衣

装
や
レ
オ
タ
ー
ド
に
身
を
包
ん
だ
参

加
者
が
創
作
ダ
ン
ス
や
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
、
民
族
舞
踊
、
組
体
操
、
器
械
体

操
、
新
体
操
、
マ
ッ
ト
運
動
な
ど
多

種
多
様
な
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
の
目
的
は
最
高
の

演
技
を
披
露
す
る
こ
と
に
よ
り
互
い

を
認
め
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
を
高
め
合

う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
よ
っ
て
演

技
に
対
す
る
点
数
付
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。
点
数
を
競
わ
な
い
故
に
多
く
の

人
が
、
心
か
ら
身
体
を
動
か
し
、
国

同
士
の
そ
し
て
参
加
者
同
士
の
垣
根

の
な
い
交
流
を
思
う
存
分
楽
し
み
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
大
人
の
混
合
チ
ー

ム
が
多
く
出
場
し
て
い
る
こ
と
に
も

そ
の
自
由
な
雰
囲
気
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
元
気
で
明
る
く
、
自
由
に

誰
に
で
も
声
を
掛
け
て
き
ま
し
た
。

日
本
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
男
の

子
の
チ
ー
ム
の
参
加
も
と
て
も
多
く
、

そ
の
演
技
は
芸
術
的
に
も
技
術
的
に

も
評
価
の
高
い
も
の
で
し
た
。

　

欧
米
で
は
、
多
く
の
人
々
や
家
族

が
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
属
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
の
世
界
大
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
野
木
町
も
そ
ん

な
総
合
型
に
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

こ
の
大
会
に
参
加
し
て
み
て
、
長
い

人
生
の
中
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
ど
れ
ほ

ど
積
み
重
ね
た
か
に
よ
り
、
人
は
豊

か
で
お
お
ら
か
で
優
し
く
な
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

熱
中
症
対
策
講
演
会
を
開
催

　

７
月　

日
、
町
公
民
館
で
町
内
の

２１

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
小
学
生
や
指
導

者
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、
大
塚
製

薬
の
健
康
管
理
士
の
平
井
先
生
に
よ

る
、
熱
中
症
対
策
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

熱
中
症
の
予
防
や
、
水
分
補
給
の

タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
が
講
演
さ
れ
、
参

加
者
は
今
後
に
向
け
て
熱
心
に
受
講

し
て
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
出
現

　

大
塚
１
の
畑
澤
本
成
さ
ん
の
家
庭

菜
園
に
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
が
2
個

出
現
し
ま
し
た
。
な
っ
な
ん
と
重
さ

が
１
つ　

㎏
も
あ
る
そ
う
で
す
。

３０

Topics ～町の話題・投稿～

投稿 
農地の環境保全に向けて 

協定書を締結

雨が上がり開会式を待つ（左）小澤さん（右）木村さん



見
守
っ
て
い
ま
す�
 

子
ど
も
た
ち
の
安
全

〜
公
用
車
に
青
色
回
転
灯
〜

　

児
童
生
徒
の
登
下
校
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
安
全
体
制
を
確
保
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
様

で
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
学

で
き
る
こ
と
に
、
改
め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
つ
何
時
、
児
童
生
徒

が
巻
き
込
ま
れ
る
と
も
限
ら
な
い
事

件
や
不
審
者
等
の
情
報
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
町
教
育
委
員
会
で
は
、

町
内
各
小
中
学
校
に
配
備
し
て
い
る

７
台
の
公
用
車
に
、
小
山
・
野
木
地

区
防
犯
協
会
か
ら
寄
附
し
て
い
た
だ

い
た
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

と
犯
罪
発
生
抑
止
に
、
大
き
な
効
果

が
あ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
栃
木
県
警

実
施
の
「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
者
講
習
」
を
受
講
し
た
各
学
校
の

教
職
員
が
、
青
色
回
転
灯
装
備
の
公

用
車
で
、
主
に
子
ど
も
た
ち
の
下
校

に
合
わ
せ
て
学
区
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル

す
る
も
の
で
す
。

　

す
で
に
昨
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

町
民
パ
ト
ロ
ー
ル
号
に
よ
る
町
職
員

の
巡
回
も
合
わ
せ
、
８
台
の
青
色
回

転
灯
を
装
備
し
た
公
用
車
が
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
町
学
校
教
育
課�
（　

）４
１
８
１ 

５７

投
稿

「
元
気
を
い
た
だ
い
た
」 

〜
健
康
教
室
を
開
催
し
て
〜

潤
島
福
寿
会

　

潤
島
福
寿
会（
会
長
・
新
井
明
石
）

の
年
間
業
事
に
も
な
っ
て
い
る
高
齢

者
健
康
教
室
を
、
６
月　

日
に
潤
島

２９

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
町
健
康
福
祉
課
の
保
健
師

さ
ん
や
栄
養
士
さ
ん
、
さ
ら
に
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
社
会
福
祉

士
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
内
容

は
食
育
カ
ル
タ
、
よ
り
良
い
食
生
活

の
ポ
イ
ン
ト
、
血
圧
測
定
、
お
口
の

健
康
等
々
盛
り
沢
山
で
し
た
。
講
師

の
説
明
は
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
参
加
者　

名
２５

も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
問
い
掛

け
方
式
コ
ー
ナ
ー
も
あ
っ
て
、
正
し

く
答
え
ら
れ
た
参
加
者
に
「
あ
っ
た

り
〜
！
」
と
大
き
な
声
で
V
サ
イ
ン

ま
で
投
げ
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

介
護
認
定
等
の
お
話
も
自
分
の
こ
と

と
し
て
受
け
留
め
る
こ
と
で
よ
り
真

剣
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

日
頃
は
あ
ま
り
聞
く
こ
と
の
で
き

な
い
お
話
し
に
、「
な
る
ほ
ど
」「
な

っ
と
く
」「
ご
も
っ
と
も
」
と
い
っ

た
面
持
ち
で
実
に
有
意
義
で
、
そ
し

て
楽
し
く
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
の

充
実
し
た
２
時
間
余
り
で
し
た
。
加

え
て
保
健
師
さ
ん
た
ち
の
明
る
く
さ

わ
や
か
な
笑
顔
、
分
か
り
や
す
い
話

術
と
し
ぐ
さ
、
好
感
の
持
て
る
雰
囲

気
は
本
当
に
素
晴
ら
し
く
て
参
加
者

の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。
元
気

を
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
「
心
の
健
康

教
室
」
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（22）

子どもたちの安全を見守っていきます

講師の方の分かりやすく楽しい説明

楽しく有意義な時間を過ごすことができました



環
境
保
全
協
定
を
結
び
ま
し
た

　

野
木
地
区
に
建
設
中
の
産
業
廃
棄

物
中
間
処
理
施
設
に
関
し
、
事
業
者

（
内
山
商
事
㈲

埼
玉
県
上
尾
市
）と

町
で
、
６
月　

日
に
県
の
立
会
い
の

２７

も
と
「
環
境
保
全
協
定
書
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
、

地
域
住
民
、
工
場
代
表
、
議
会
、
区

長
会
長
、
町
で
何
度
も
協
議
を
重
ね
、

町
民
の
健
康
の
保
護
と
自
然
環
境
の

保
全
を
目
的
に
町
と
事
業
者
が
同
等

の
立
場
に
お
い
て
締
結
し
た
も
の
で

す
。 

　

協
定
内
容
の
一
部
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

�
事
業
者
は
、
騒
音
・
振
動
レ
ベ
ル

を
年
１
回
測
定
す
る

�
事
業
者
は
、
処
理
す
る
廃
棄
物
を

変
更
す
る
場
合
は
、
町
と
協
議
す
る

�
事
業
者
は
、
雨
水
浸
透
層
の
汚
泥

を
年
１
回
検
査
す
る

�
事
業
者
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
濃

度
を
年
２
回
測
定
す
る

�
事
業
者
は
、
常
に
施
設
周
辺
の
美

化
を
保
つ

�
事
業
者
は
、
隣
接
地
へ
の
敷
地
拡

張
は
行
わ
な
い

�
町
は
、
立
ち
入
り
調
査
が
で
き
る

（
町
民
同
行
も
可
能
）

　

今
後
、
関
係
法
令
及
び
こ
の
協
定

に
よ
り
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
１

５７

ご
み
不
法
投
棄
の
一
斉
監
視

が
行
わ
れ
ま
し
た

　

環
境
美
化
推
進
の
た
め
に
、
町
保

健
環
境
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

（
不
法
投
棄
監
視
員
）、
日
東
工
業
株

式
会
社
が
中
心
と
な
り
、
総
勢
約　
８０

名
に
よ
る
監
視
・
清
掃
活
動
が
６
月

２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
特
に
不
法
投
棄
が
多

い
野
木
東
工
業
団
地
周
辺
を
中
心
に

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
不
法
投

棄
さ
れ
た
ご
み
の
ほ
と
ん
ど
が
、
分

別
を
す
れ
ば
き
ち
ん
と
ご
み
集
積
所

に
出
せ
る
ご
み
で
す
。「
自
分
さ
え
良

け
れ
ば
」
と
い
う
身
勝
手
な
行
為
に
、

憤
り
と
残
念
な
気
持
ち
が
入
り
混
じ

る
な
か
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
約　

台
、
重

３０

さ
に
し
て
約
５
ト
ン
の
ご
み
を
回
収

し
ま
し
た
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。

ま
た
、
一
度
汚
れ
た
場
所
を
き
れ
い

に
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
変
な
こ

と
で
す
。
ご
み
を
捨
て
る
行
為
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
１

５７

（23）

Topics ～町の話題・投稿～

８月１日現在
　　人口 男 12,812人
　　 　　女 13,013人
　　 　　計 25,825人
　　世帯数   8,896 

町の人口

今月の納期
町内の交通事故

12件数７
月
累
計

0死者

16傷者

73（0）件数
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

１９

2（1）死者
（増減）

90（-6）傷者
（増減）

乗
る
の
な
ら

み
ん
な
で
止
め
よ
う

そ
の
一
杯

国民健康保険税
介 護 保 険 料

第３期
第３期

ここはごみ捨て場じゃありません！
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　「旅行は好きだったよ。北は北海道から南は九州沖縄
までほとんど行ったよ」と、地区の気の合った仲間た
ちとの楽しかった思い出を懐かしむヨツさん。ご主人
や 倅 さんそしてお嫁さんとともに家業の農業にいそし

せがれ

んできた半生。今は愛車の電動カート（セニアカー）で
 颯  爽 と地元のゲートボールコートに日参する毎日。
さっ そう

　“健康は笑いから”の実践者で取材中もとにかくよくお
笑いに。ゲートボールとよく笑うことが長寿健康の秘
訣です。

坂本　光弘さん
「コスモス」

　

自
宅
近
く
の
散
歩
道
の
道
端
に
毎
年
多
数
の
コ
ス
モ
ス
が

咲
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
か
ら
特
に
色
や
形
が
印
象
的
な

一
輪
を
ア
ッ
プ
で
狙
っ
た
作
品
で
す
。

　生涯学習講座で、ちぎり絵と出合いまし

た。初めて文化祭に出品した時には先生の

作品を見て、その場からしばらく動けませ

んでした。深山を流れる川のせせらぎや山

を吹きぬける風を感じさせるような画風に

感動し、見入ってしまったのです。

　ちぎり絵の良い所は、何度でもはがして

修正し、自分の納得のいくように作り変え

られることです。この作品も逆光を浴びた

川の流れにとても苦労しました。少しでも

先生に近づけるよう学習していきたいと思

います。

佐藤　静江さん
Shizue Sato

（北斗）
阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒阿寒川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川

和紙ちぎり絵


